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税務・法律相談室

●年末調整で始まる所得税の手続き
　年末に会社で行われることの一つに「年末調整」が
あります。この時期の相談に多いのは、この年末調整
と3月の確定申告との関係です。どちらも所得税という
個人に対して課される税金に関する手続きです。それ
ぞれの手続き内容や目的などは別の読み物に任せて、
ここでは注意したい点をいくつか挙げます。ひとつめ
は扶養控除の縮小です。民主党の目玉政策のひとつで
あった「子ども手当」や「高校授業料無償化」の支給
に伴う税制改正で、小学生や高校生への扶養控除額
が削減されました。学生のお子さんがいらっしゃる家
庭では、税金が増えた感覚になるかもしれません。経
営者側にとっても源泉税の徴収額が増えるので注意が
必要です。また会社が従業員に対する住宅取得を目的
にした貸付や、従業員の住宅ローンへの補助といった
ことへの課税特例が廃止になっています。今後はこうし
た支給は「給与」して取り扱われ、毎月の源泉税の対
象となるので注意してください。会社に届く国税庁によ
る「年末調整の手引き」の7ページには1000円あたり
の税の使い道が掲載されています。これが全てではな
いかもしれませんが、一度ご覧いただければと思いま
す。ちなみに一番多いのは「健康保険など」で311円、
続いて「国債の償還や利息支払」で233円です。道路
整備や国防といったあたりが50円台なので、いかに大
きい負担になっているか一目瞭然です。
●知らぬ間の「贈与」
　毎年確定申告の時期に多い相談が、「税務署から贈

与税がかかると言われたのですが…自分では税金がか
からないと思っていたのでびっくりしました」というもの
です。親子や夫婦間、または親族との間で不動産やお
金のやり取りをするとこうした事態に陥ることがありま
す。特に沖縄では仏壇にまつわる話や門中財産の管理
において、銀行や登記等の書類を個人名で手続きせざ
るを得ないことが多く見受けられます。こうした手続き
をする、あるいはしなければならない場合、慌てるある
いは漠然と進めてしまうと最初の相談のようになってし
まうのです。ここで出てくる「贈与」は日頃なじみが無い
言葉ですが、要は「あげた、もらった」ことです。そこで１
年振り返ってこうした状況があったならば一度司法書士
や税理士など、専門家に相談をしてみる必要がありま
す。特に不動産などが関わっている場合、贈与税だけで
なく不動産取得税などやり直しがきかない税金もあり
ますので、慎重に進めることをお勧めします。さらに贈
与税に関してよく相談のあるパターンを示します。
☆満期の定期預金を子ども名義でまとま金額（百
万単位）のお金で口座を作った。
☆子どものいない親戚から一族に関わる不動産
について名義変更をしてもらった。
☆知り合いの会社の株主になった。
●この時期にこそ事業承継を検討する
　会社の経営者として検討の価値があるのが事業承
継を目的とした株式の異動です。事業承継は60歳を
過ぎてから考えるものとする傾向がありますが、実際
に引退間際の承継でトラブルをよく見かけます。トラブ
ルを回避するために早い時期から誰に事業を引き継い
でもらえるかを考え、現実的にどのくらいの量の自社
株を後継者に渡すことができるかを検討することをお
勧めします。実際に渡す際に発生する税金は所得税
（譲渡所得）や贈与税など確定申告で申告することに
なります。自社株の金額は税務署が提示する方法（財
産評価通達）で評価をしますが、思っているよりも評
価が高い場合があります。次にあげるような会社が意
外と評価が大きく、一度に移動できずに人数などを分
ける必要がある等の制約を受けることが多いです。
☆社歴がある程度長い（20年以上）会社
☆まとまった数の不動産を保有している会社
年度末に後で後悔しないコツとして以上の事を挙げ
てみました。一度検討してみてください。
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　今年も残すところわずかになりましたが、年が変
わると個人の確定申告や会社の3月期決算など、税
金にまつわる季節になります。今から備えておきた
いことを挙げてみました。

・税理士法人
　  タックスサポート・イトカズ
　  那覇事務所所長

糸数弘和
（いとかずひろかず）
糸数弘和
（いとかずひろかず）

中国の人脈事情－朋友（péng yǒu）

新しい年が来る前にしておきたい税金の話
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　中国は人脈が重要な世界だと言われるが、その要因のひとつとして中国人が人
情を重視しているという点があげられる。今回は中国人の友人のあり方とその人
情文化を簡単に紹介したいと思う。

●「友情は一生の宝物」
　私は日本にやって来て約10年経つが、中国にいる
友人たちとは疎遠にはならずに、逆に時間が経つにつ
れて友情が深くなりつつあると感じている。
　私は妻（日本人）との結婚式を中国で挙げた。妻の
家族と中国に滞在中、友人たちから温かい歓迎会を毎
日受けていた。中国人にとって、食事に誘うということ
は、その誘った人がおごるということになる。本当は、友
人たちを集めた一回の食事会だけで十分なのだが、友
人のひとりひとりが妻の家族を食事に招待したく、私は
その要望に応えるため、スケジュール表を作成しなけ
ればならないほどだった。もちろん、私たちだけではな
く、招待者以外の友人たちも参加したので、結局、同じ
メンバーで招待者（支払者）の違う豪華な食事会が毎
日続いたのだ。それを体験した妻の家族は大変驚いた
ようだが、中国人にとっては当たり前のことなのだ。中
国人は、友人だけではなくその友人の家族、さらには
友人の友人までをも自分の友人として扱うのだ。全然
知らない人にまで温かい友情をおよぼすことは、まさに
中国人の不思議なところだ。これが、中国式の友人の
あり方なのだ。
　その友人の中でも一番親しい友人を「鉄の兄弟」と
呼んでいる。友人でありながら兄弟のような絆で結ば
れていて、その絆は絶対に切れない鉄でできていると
いう意味だ。自分のことよりも相手のことを一番に考え
る友人のことだ。私にもその「鉄の兄弟」が数名いる
ので、非常に幸せだと感じている。
　中国では人脈作りが非常に重要だと言われていて、
あらゆるところで人脈が必要だ。その人脈は友人を作
ることで広がり、友人がいれば成功のチャンスが増え
るのが現実だ。しかし、私にとって友人を作ることは成
功とは関係がなく、友人をいかに大切にするかというこ
との方が重要なのだ。友人は一生の宝物なのだから。

●「仁義を通す中国人」
　中国には「在家靠父母、出外靠朋友」という諺があ
り、世渡りの秘訣とも言われている。日本語で言うと「家
にいるときは親に頼り、外へ出たら友人を頼る」という意
味だ。字面から友人は親と同じような役割を果たしてい
ることが分かるだろう。　
　なぜ中国では友人が重要な地位にあるのかといえ
ば、その答えが中華文化の中にある。儒教経典である
「孟子」には、人間関係の本質について、「人倫」を守る
ことだと論じている。その「人倫」の根本的な思想は「仁
義」のことだ。「仁義」を中心に語る最も有名な物語は
「三国志」と「水滸伝」が挙げられ、その中で「仁義」の
化身である代表的な人物が関羽なのだ。現在でも、神
様として華人の世界で祭られている。
　また、孔子の名言「朋有り遠方より来たる、また楽しか
らずや」があり、我々中国人は家庭でも学校でも社会で
も、幼い頃からそのような教えを受け、自然に人間関係
作りに対するあり方の感覚を身につけた。本当に良い友
人を作り、友人を大切にしていれば、どんなに困難な時
でも必ず友人が助けてくれるのが中国人にとって一般
的な認識だ。だから中国人にとって助け合いは伝統的な
美徳として伝わっている。そういう文化の流れから、人
脈の社会が誕生してきたと思う。　
　さらに、中国人の「仁義」「人情」に対する価値観は、
時空や民族を超え、心を感動させる物語を生みだした。
最近、「日本兵と中国人家族の56年」がテレビで放送さ
れた。中国で記憶を失った日本人の敵兵を、必ず故郷に
帰らせようとする中国人親子の56年間の実話だった。
敵兵にも関わらず、家族として受け入れ、国境を越えて
無償の愛を注いだその中国人親子は、まさに仁義を通
す中国人だったのだ。
　みなさんも、このような中国人と友達になってみませ
んか。

鄭　虎（てい・こ）

株式会社ライデリ
多言語コミュニケーションセンター　所長


